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職 名 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
（千円）

教 授 中山 功一 科学研究費助成事業 基盤研究B
（分担）

自己細胞を用いた人工気管による再生
医療と難治性気道疾患への応用

65

教 授 中山 功一 科学研究費助成事業 基盤研究C
（分担）

スーパーマイクロ手術とバイオ3Dプ
リンティングによる，ハイブリッドリ
ンパ浮腫治療
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（代表）
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フォールドフリー心筋組織体の薬理試
験方法の確立
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特任助教 荒井 健一 中谷医工計測技術振興財団 奨励研究助成
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帯組織体を用いて靭帯再建を目指す研
究
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ト
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その他の学会
1 藤本亮太，村田大紀，国富芳博，高尾省子，中村アンナ，荒井健一，中山功一：バイオ3Dプリン

タを用いて創作するスキャフォールドフリーの靭帯組織体に関する研究．第7回細胞凝集研究会．
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